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平成29年12月橋本市議会定例会会議録（第２号）その３ 

平成29年12月４日（月） 

                                           

○議長（岡 弘悟君）休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

 順番２、12番 堀内君。 

〔12番（堀内和久君）登壇〕 

○12番（堀内和久君）おはようございます。

よろしくお願いします。 

 何度しても一般質問は身が震えるというか、

橋本市政発展のために努力しよるつもりはた

くさんあるんですけども、なかなか追いつか

なく、財政も厳しく、皆それぞれが愛する本

市のためにという気持ちはあろうかと思いま

すが、なかなか厳しいのも現実でございます。 

 そんな中でいろんな課題が浮き彫りの中で、

今回質問させていただきますテーマの一つで

もあるんですけども、まず、はじめに、この

台風21号で被害に遭われました方々、心から

お見舞い申し上げます。そして、その日は衆

議院の選挙があったわけでございますけども、

当然のごとく、お疲れの中、職員の皆さまに

は対応していただき、部署によると不眠不休

で対応にあたっていただいた、消防をはじめ、

危機管理監をはじめ、消防長も本当にお礼申

し上げるとともに、心からお見舞い申し上げ

ます。 

 まずは災害復旧に浮き彫りになった課題で

ありますとか、次回までの体制づくり面、本

当に来年、悪いときというのは重なるもので、

また来年同じような台風が来るかもしれない

という危機感の中で、今後の体制づくりと、

そして、今回気になったのが教育現場との連

携ですか。どうしてもやっぱり選挙と重なり

ますので、公民館であったり学校施設、ここ

らとの連携などなど、やれることは全てその

ときその瞬間やっていただいとるというのは

十二分に理解はしとるつもりなんですけども、

なかなか隅々まで行き届かないというのが、

この災害であったり、いきなり来る不幸な出

来事というか、今後、形づくりとまちの発展

に、本当に自分なりにまた身をゆだねて努力

していきたいということを思います。 

 ちょっと切りかえたお話なんですけども、

12月議会ということで、流行語大賞がいろい

ろまたノミネートされて決定されましたけど

も、その中でも対象になったのが、忖度とい

うのが当然流行語で出てくるんですけども、

本議会は忖度というワードは関係なく、鉄の

ルールをもって、本市発展のために部長さん

方の素晴らしい答弁でやっていきたいと、そ

んなふうに思います。 

 それでは、議長のお許しをいただきまして、

朗読をもって、壇上からの質問をさせていた

だきます。 

 大きく二つございます。 

 一つ目、旧学文路中学校跡地利用と周辺整

備について。 

 同僚議員と何回か同じ質問でかぶるとこも

あるんですけども、そろそろ大詰めになって

きたので、今後のきちんとした形を整理した

いと思いまして、再度質問させていただきま

す。 

 旧学文路中学校跡地利用で、こども園と公

民館の方向でご尽力いただいております。地

元地域の望む形で、河南地区のさらなる発展

と活性化、そして、コミュニティの大切な拠

点であってほしい願い、以下、小項目をお伺

いいたします。 

 ①こども園の進捗状況。 

 ②公民館の進捗状況。 

 ③駐車場、グラウンド、出入り口、市道清
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水南馬場線拡幅など、周辺整備についてでご

ざいます。 

 大きな二つ目でございます。 

 台風21号での被害状況と今後の対応策につ

いて。今回、同僚議員もたくさん同じテーマ

で質問があろうかと思いますが、たまたま一

番最初が僕ということで、ある程度まとまっ

たご答弁になろうかと思いますが、ちょっと

観点をずらして私なりにお伺いしたいと思い

ます。 

 超大型台風21号により想定外の災害となっ

た本市の被害状況をお伺いします。 

 また、災害復旧に向けての現状と、義援金

募集やふるさと納税活用について、今後の対

応策をお伺いいたします。 

 明快な答弁をよろしくお願いいたします。 

○議長（岡 弘悟君）12番 堀内君の質問項

目１、旧学文路中学校跡地利用と周辺整備に

対する答弁を求めます。 

 健康福祉部長。 

〔健康福祉部長（石橋章弘君）登壇〕 

○健康福祉部長（石橋章弘君）旧学文路中学

校跡地利用と周辺整備について、お答えしま

す。 

 まず、一点目の、こども園の進捗状況です

が、本年６月の文教厚生委員会以降、７月１

日及び11日にしみず保育園、学文路幼稚園、

清水幼稚園を対象とした学文路地域保護者説

明会を、同月２日及び６日に岸上保育園、柏

原保育園、山田保育園を対象とした山田地域

保護者説明会を行いました。また、７月15日

に柏原保育園保護者説明会を、８月26日にし

みず保育園保護者説明会、８月21日及び27日

に山田保育園保護者説明会、10月11日に岸上

保育園保護者説明会を行いました。 

 さらに、９月１日には山田、学文路両地区

区長会において説明会を開催し、同月14日に

学文路地区地元説明会を、29日には山田地区

地元説明会を開催しました。11月７日には橋

本市保育園こども園保護者会連合会の代表６

名の方と市長の懇談会も行いました。 

 その後、９月12日から29日まで公私連携法

人の募集を受け付けし、10月10日に第１回橋

本市公私連携幼保連携型認定こども園設置及

び運営法人選定審査会を、11月18日には第２

回当該選定審査会を開催し、こども園設置及

び運営法人候補者が選定され、11月21日付で

当該選定審査会より答申がありました。 

 これを受け、市では11月30日に（仮称）学

文路こども園及び（仮称）山田こども園の設

置及び運営の公私連携法人を決定しました。

詳細につきましては、本定例議会の文教厚生

委員会において報告をさせていただきます。 

 今後は計画どおり、（仮称）学文路こども園

は平成31年４月に開園を、（仮称）山田こども

園については平成33年４月の開園を予定して

います。なお、平成30年１月中には市、公私

連携法人、保護者代表等から構成される三者

協議会をそれぞれのこども園ごとに設置しま

す。その中で意見交換や保護者等の要望など

を聞かせていただきながら、こども園の開園

に向け検討・協議し、より良いこども園とな

るよう努めてまいります。 

○議長（岡 弘悟君）教育部長。 

〔教育部長（曽和信介君）登壇〕 

○教育部長（曽和信介君）次に、二点目の学

文路地区公民館新築に向けた進捗状況につい

て、お答えします。 

 現在の学文路地区公民館は昭和57年に開館

し、地域に密着した社会教育、生涯学習の活

動拠点として、他の地区公民館と同様に、地

域の特色を生かした行事やサークル活動に取

り組んでいます。建築後、既に36年が経過し

ており、老朽化が著しく、地域の要望もあり、

旧学文路中学校跡地への建て替えとなったと

ころです。 
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 ８月の文教厚生委員会において報告させて

いただいた以降の経過ですが、９月１日及び

10月12日に学文路地区区長会、８月10日及び

10月20日に学文路地区公民館運営委員会、ま

た、９月14日には学文路地域の住民の皆さん

への説明会を開催しました。その中で種々の

要望、意見等をお聞きし、基本設計に反映で

きるよう、現在取り組んでいます。 

 詳細につきましては、本定例議会の文教厚

生委員会で報告させていただきます。 

 新学文路地区公民館は平成31年６月の開館

をめざしていますが、１日でも早く完成でき

るよう調整を図っています。旧学文路中学校

跡地は生涯学習の拠点としての地区公民館、

また、避難所及び社会体育の場としての旧学

文路中学校体育館、さらに、小学校就学まで

の教育・保育施設としてのこども園という三

つの異なる施設が隣接して建設されることで、

河南地域の皆さまの新しい交流と生涯学習の

中心的なエリアとして発展できるものと考え

ています。 

 次に、三点目の周辺整備について、お答え

します。 

 こども園及び公民館への進入路については、

市道と接するグラウンド北側から6.5ｍの車

道及び２ｍの歩道を整備します。駐車場は、

南からこども園の送迎用及び職員用駐車場と

してあわせて40台、その北側に公民館の来館

者用駐車場として約20台分を整備する予定で

す。その残りの北側の土地については、グラ

ウンドの形状をそのまま残し、利用していた

だく計画となっています。 

 そのほかのグラウンド内にある構造物撤去

やグラウンドに隣接する市道清水南馬場線等

の拡幅等については、財源の確保ができない

ため、現時点で整備の予定はありません。 

○議長（岡 弘悟君）12番 堀内君、再質問

ありますか。 

 12番 堀内君。 

○12番（堀内和久君）ありがとうございます。

順を追って再質問をさせていただきます。 

 健康福祉部長にお尋ねします。 

 こども園の関係なので、今まで、西部、学

文路ともできるだけの要望に応えつつ、より

良いこども園に向かっているというふうな感

じの答弁であろうと思います。ちょっと今、

答弁で気になったのが、第三者協議会という

のが出たと思うんですけど、この第三者協議

会というの、どういう人らが選出されるのか、

ちょっと細かく教えていただけますでしょう

か。 

○議長（岡 弘悟君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（石橋章弘君）この第三者協

議会の構成としては、まず、市。市の担当者

も含めた市。それと、公私連携法人。それと、

保護者等。保護者等と申しますのは、保護者

の方で地元の方も入ってこられるかなという、

この三者で構成して１月中に設置するわけで

すけれども、開園に向けてそれぞれ意見交換

等を行って、良い園に向けて取り組んでいく

ということを想定しております。 

○議長（岡 弘悟君）12番 堀内君。 

○12番（堀内和久君）ありがとうございます。

そのご答弁であれば結構でございます。 

 あとは中身なので、ないとは思いますけど

も、何か決め事するのにもイエスマンばっか

り集めてとかそういうんじゃなくて、失礼な

言い方やったらおわびしますけども、本当に

地元のことを思って、ああでもない、こうで

もない、けんけんがくがくできるメンバーで、

きっちり地域の意見を酌み上げてくれる協議

会であってほしいと思っておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 福祉部にあえて聞くんですけども、このハ

ードの部分になるんですけど、進入路につい

てなんです。答弁としては教育委員会になる
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んですけども、福祉部にあえてお伺いしたい

のが、こども園とか保護者の関係から進入路

一つで大丈夫なんかいよ、危なないんかいよ

というご意見というのはありましたでしょう

か。よろしくお願いします。 

○議長（岡 弘悟君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（石橋章弘君）はい。保護者

説明会なり地元説明会等でその点のご指摘が

あったかと記憶しております。 

○議長（岡 弘悟君）12番 堀内君。 

○12番（堀内和久君）ありがとうございます。 

 二つ目に移らせていただきます。 

 地域の民意であるのであれば、公民館、順

調にやっていただいておるということで、本

当に地域の意見を酌み上げて公民館をつくっ

ていくということで動いていただいておるの

もわかるんですけど、やっぱり同じ敷地内で

こども園と公民館、はじめてのことやと思う

ので、いろんな意見も出ると思うんですけど

も、今回、僕これ、しつこく聞きたいのが、

公民館の広さ、平米数。まだ仮図面というか

仮の話になってこようかと思うので、決定は

していないので、僕の聞き方が失礼やったら

おわびするんですけども、やっぱり中学校の

統廃合をまずテーマとして、橋本中央中学校

というのができていますよね。ということは、

橋本中学校と西部中学校と学文路中学校が一

緒になってからの跡地利用の、こっちの学文

路中学校のバージョンは民意を得てこの形に

なってきている。ほんで、ちょっと早くに、

もともと老朽化して強い要望があったという

ことで、西部地区の公民館、今の山田公民館、

この大きさとこっちの学文路地区公民館の大

きさが、なぜ100㎡ぐらい違うのかという、こ

こにちょっと僕は引っかかるんですけど、こ

れについて何か、アンケート等でもあったと

思うんです、同じ広さであってほしい。その

同じ広さというのは、山田を指すのであろう

と。人口比率とかそんなんもあると思うんで

すけども、この根拠というのは何か、教えて

いただけますか。 

○議長（岡 弘悟君）教育部長。 

○教育部長（曽和信介君）ただ今のご質問に

お答えいたします。 

 公民館の面積の要件につきましては、法的

には今の基準では公民館設置及び管理基準と

いうところで、特に面積要件はございません。

平成15年までは330㎡以上ということの規定

がございました。公民館の面積の考え方です

けども、管内人口、それから立地条件等によ

って決まってくると考えております。 

 今回、立地条件としましては、学文路中学

校跡地の校舎を解体した後の土地ということ

で、体育館とこども園の間に限られた土地の

ところで建設する必要があるというところが

一点。 

 それから、立地の条件としましては、１段

高いところに建設するということで、進入口

までに約12％のスロープ等が必要で、敷地い

っぱいには建てられないということも理由の

一つとなります。 

 それから、管内人口につきましては、一人

当たりの館の延べ床面積を見てみますと、学

文路公民館については0.114㎡と今のところ

なる予定です。ちなみに、山田公民館は0.109

㎡ということで、若干ですが学文路のほうが

一人当たりの延べ床面積については大きいも

のとなるというふうになっております。 

 以上です。 

○議長（岡 弘悟君）12番 堀内君。 

○12番（堀内和久君）ありがとうございます。 

 帳面上というか答弁上では筋の通った答弁

に仕上げてきておるのかなと。当然、裏、根

拠もあっての教育委員会のご答弁であるとい

うのは十分認識しておるんですけども、どう

してもこの一人当たりの平米数云々というの
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は、今現在ではそうなのかもしれませんけど

も、実際、中学校の生徒の数でいうたらほぼ

同じぐらい。学文路のほうが多いとか少ない

とかそういうことじゃなくて、ほぼほぼ同じ

ぐらいで来ているのに、この数字的根拠をこ

れ当てはめられても、いうたら、地域住民か

ら、あと100㎡足らんやないかという、100㎡

という数字的根拠は出ていないですけども、

やっぱり図面を引いてきたら、あとからでき

る公民館やから、あとからだんだんだんだん、

いろんなええ公民館をつくったつもりでも、

家でもそうじゃないですか、１回２回建てや

んと、あと、ここをこないしといたらよかっ

たとか、ちょっとした細かいとこというのは

別として、根本的に大きさが違うというのは、

例えば、北のほうで人口比率がぐっとなって

いたら、それはわからんでもないし、逆に、

土地を探すのに今度またしんどい思いをした

りとか、今も多分そうやと思うんですけども、

そういう数字的根拠でいうたら、ある程度緩

和できとったらええだけで、そんなきっちり

した一人当たり何ぼやさかいに、こないせい、

あないせいというのは後の根拠であって、基

本的に要望を酌み上げたときに、山田公民館

とほぼほぼ同じぐらいであってもええんちゃ

うんかなというのが、まず僕の気持ちとして

１点あります。 

 その次に、先ほど、今、最初の答弁でいた

だいた、体育館とこども園の間でしか建てら

れないということと、ほんでスロープの加減

でどうの、12％がどうのという、スロープと

いうのは絶対必要で、駐車場も障がい者専用

の駐車場であったりとか、これは必要なのも

わかります。トイレの質もそれに応じていか

なあかん。ほんで、地域に優しい公民館づく

りというのは、その観点はわかるんですけど

も、ただ、体育館とこども園がここやさかい

に、こんだけしか平米数ないというのは、ち

ょっとどうなんかなと。 

 学文路中学校跡地全体を考えて、上の段が

高いのはわかっています。ほな高いとこだけ

でも、プールの東側でどれだけ奥行があって、

ほな分筆するのにどこで線を引いたかという

とこからさかのぼらんとあかんのと違うんか

というふうになってくると思うんです。 

 だったら、あと100㎡足らん分というのはあ

る程度、後ろは台形になっていてグレーゾー

ンになるので、建築基準法とかそういうのが

僕はちょっと勉強不足なとこがあるんですけ

ど、普通に見たら建てられる平米数はあるは

ずやのに、この理由で来られると、何か地域

に対しての説明がずれてくるんと違うんかな

と。同じものをつくってあげたらそれでええ

んとちゃうんですかということをお伺いする

んですけど、再度お答え願いますでしょうか。 

○議長（岡 弘悟君）教育部長。 

○教育部長（曽和信介君）先ほどもお答えし

ましたように、市内全域の公民館のバランス

ですとか、その辺を勘案いたしております。

そういうことで、管内人口につきましては、

学文路地区は今、4,518人、それから山田地区

の公民館の管内人口が5,674人ということで、

今の面積が小さいとは考えておりませんし、

現学文路公民館とほぼ同じ面積ではございま

すが、機械室、それから２階の階段、それか

ら２階のトイレ等が、今度は平屋ということ

で有効面積の中に入りますので、38㎡程度は

広くなるということで、今現在よりも広く快

適な利用をいただけるのかなと考えておりま

す。 

○議長（岡 弘悟君）12番 堀内君。 

○12番（堀内和久君）時間制限があるので、

これは水かけ論になるので、僕はやはり平等

性を見たときに、部長さんが言われる根拠も

わかるんですけども、地域からの要望がもう

ちょっと広くしてよとか、変なちょっと後ろ
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が台形になっとる、いびつな形になるのでデ

ッドスペースもありますし、分筆方法までも

う言いませんので、できる限り、必要な障が

い者さんの駐車場とかスロープを確保した上

で、もうちょっと、もう気持ち、やっぱり歩

み寄りというような誠意を見せていただけた

ら、ある程度、100増やせとか150足らんやな

いかとか、そんなことを言うとるんとちゃう

ので、ある程度のやっぱり地域の納得するよ

うな形にしていただけたら。 

 このままやったら、何か、ある程度の落と

しどころで仕舞したみたいな感じに受け取っ

とる声があるということを認識してほしいと

いうことを思って言うとるだけです。決して

おろそかにしとるとは言っていません。ただ、

僕も教育委員会さん、公民館とかといろいろ

協議する中で、もうこれはもうここまでなん

ですと言ったら、結局見えてくるのが、財政

難やさかいにここまでコンパクトにしとると

いうふうなのが伺えるような形に今、社会情

勢が、橋本市の情勢がなっとるんで、しわ寄

せはこっちかよと。 

 次の質問になるんですけども、本市は河南

地区に対して、観光の拠点とか農業の振興と

かコミュニティ、定住促進とかを期待して、

橋本市の中でも河南地区頑張れよと言うてく

れとるように思いますし、実際、観光資源と

いうたら、わりと河南は多いです。河南に高

野山、九度山があるんやから当然のことやと

思うんです。 

 その連携で河南に発展、発展というけど、

これ発展、発展というけど、中学校の統廃合

は少子化でクラブもでけへんようになるのも

かわいそうやし子どもの数がもう１クラスし

かないし、合併しようやないかと、その理論

は僕は賛同できるんやけども、コミュニティ

とかそういうのを考えたときに、コミュニテ

ィの拠点であって、中心的にという答弁をす

る割には、何かコンパクトにされていっとる

ような気がするというのは僕だけなのかなと

いう。 

 被害妄想かもしれないですけど、やっぱり、

かわりに周辺整備であったりとか、こういう

のもしていこうよという約束事があるから歩

み寄りというのがあってすると思うので、財

政難の中でやっていただいとるというのはす

ごく感謝するんやけども、若い人を呼び込ん

でＰＲしていくというんやったら、本来やっ

たら、もう過ぎたことですけど、こども園か

って公設でおってほしいという気持ちはあっ

たです。それがみんなの民意であれば、今進

んできとる形というのは言いませんけど、こ

ども園の定数もちょっと少ないんちゃうんか

な、２園同時に行かなあかんような形になっ

とる結果と、本当に河南に人を呼んでいこう

よと言うんやったら、受け皿を大きくして構

えてくれて、余力を残してくれたら、もっと、

おい、みんな、橋本でも旧橋本へ寄ってよ、

もっと河南もええとこやから寄ってよと、こ

ういうふうな東西南北のバランスあっての新

興住宅地とか企業誘致の近くとかの発展もと

もに競えるわけであって、要は国の人口が減

ってきとるから、もう橋本市の中のここは減

ってきとるんやというようなのが、どうして

も感じてしまうんですね。だからこそ、30年、

40年に１回の建設の事業というときに、これ

ぐらいの希望を全部、色をつけてこの形にし

てくれよということをかなえてほしいという

のが本来の気持ちなんです。 

 だから、なってしまっとることは構えへん

ので、そこらももう、ただの財政難やからと

かそういうことでは言いませんので、この件

に関しては意見が変わらなくても結構です、

はっきり言うて。ただ、思いをちゃんとここ

に持っていただいて、再度やっぱり区長さん

方を筆頭に、もうちょっと色づけしていただ
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いて、山田はこうや、次できる公民館はもっ

とええもんできてほしいし、待っとんやから、

後からできるもんがええのできるのは当たり

前やと思うんです。だから、そこはやっぱり

教育委員会の、教育部長のセンスで結構です

ので、どうか思いやりの心を持ってやってい

ただきたいと思います。この件に関しては答

弁は結構でございます。 

 三つ目に移らせていただきます。周辺整備

の観点から、入り口の話をさせていただきた

いと思います。 

 入り口、6.5ｍの車道と２ｍの歩道と、これ

がみんなの民意でこれが安全やというのであ

れば、それは何も文句ないんですけど、根本

的に、体育館、公民館、こども園とあって、

入り口一つでええというふうに教育委員会と

して本当に思とるんですかということをちょ

っとお伺いしたいんですけど、よろしいです

か。 

○議長（岡 弘悟君）教育部長。 

○教育部長（曽和信介君）こども園について

も、かなり小さい規模のこども園ということ

になります。そういう意味も含めまして、体

育館、公民館、こども園という進入路につい

ては１箇所のみで大丈夫かと考えております。 

○議長（岡 弘悟君）12番 堀内君。 

○12番（堀内和久君）ここから大事な話にな

るんですけど、大丈夫やという根拠がまずわ

からないんです。地域からも一つで大丈夫か

という意見はあったと思うんです。僕も思っ

ています。いろんな方が思っています。隣の

道の拡幅がひっついてくるので、ひょっとし

たら駐輪場の解体であったりとか、当然、財

政難やというのが、ここは財政難やとはっき

り言われとるんで言わせていただくんですけ

ど、これほんなら何かあったときはどこの所

管が、事故があったときはどこの所管がどの

責任をとるんですかということを答弁に残し

ていただきたいと思うんですけど、いかがで

すか。 

○議長（岡 弘悟君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（石橋章弘君）答えになるか

どうかはちょっとわかりませんけれども、確

かに先ほど答弁した中で、そういうふうなご

意見も実はありました。そのときには、教育

部長が答弁していましたとおり、あるいは今

おただしの中にありましたとおり、6.5ｍの透

水性舗装を行った車道、対向できる車道、そ

れに加えまして、２ｍの歩道を設置するとい

うことでご説明し、当然、今後こども園開設

に向けて、関係者にご協力をお願いする。こ

こはこういう状況なので、十分注意して通っ

てくださいということで協力をお願いしてい

くということで考えてございます。そのよう

なことで危険は回避できると、現時点、考え

てございます。 

 実際、もうストレートな質問なんですけれ

ども、ストレートにお答えできたらいいんで

すが、万が一にも事故が起こった場合には、

その事故の態様、状態とか原因とか、当然そ

れによると思うんですけれども、万が一にも

実際この対向する歩道、それと２ｍの歩道、

さらには当然、私ども協力をお願いしていく

なり表示なんかも設置して注意を喚起してい

く中で、それがもう原因だよというふうな結

論に至った場合には、当然それなりの責任と、

市の責任ということになろうかと思います。 

○議長（岡 弘悟君）12番 堀内君。 

○12番（堀内和久君）いや、真剣な話なので

茶化すわけと違うんですけども、そういう答

弁、好きです。はっきり言うてくれたら、ご

まかしてあれとするんと違うて、ちゃんとし

た確定があれば市の責任ですと言うてくれた

ら、こっちもきっちり命がけで質問できるの

で、ありがたいです。 

 誰の責任でもないと思います。自然に起こ
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ってしまったことなので、誰の責任でもない

んですけど、やっぱり自分がその事故の当事

者になったり被害者、加害者になったときは、

また違うとなるのがこれ人間の人情論やと思

うんです。客観的に見たら仕方ないやんかと。

これもう誰が悪いわけでもないやんと。 

 例えば、今はやりでいうたら、テレビとか

見てたら、お年寄りが、お年寄りなんかそん

なん、事故起こしたろと思うて乗っとる人な

んか、もう1,000％いてないんです。でも、踏

み間違えとかそういう事故というのは現実起

こっとるという事実は、皆さんご存じやと思

うんです。 

 そこにこども園と公民館と体育館、ほんで

まだあそこ、グラウンドもまたうまいこと使

うていこかというコミュニティの場で、地域

に密着したエリアなので、人が寄ってほしい

エリア、イコール、人がたくさん入り乱れる

とこ。ほんで、入り口が１箇所やったら、駐

車場から段の上がった建屋に歩くんでしょう。

子どもを連れて、送っていったら歩く。ほん

で、公民館やったら、お年寄り、足悪い人、

手悪い人、寄り添ってスロープを歩くんでし

ょう。ひょっとしたら、車椅子を押していく

かもわからんでしょう。 

 注意してねというのは当たり前の話であっ

て、民間の駐車場でも、例えばパチンコ屋さ

んとかいろんな買い物するとこでも、ありま

すよね、この敷地内の事故は一切あれしませ

んとか、普通はそうなんです。その辺、線を

引いとかんと、何かあったときの責任という

のはというのはやっぱり一番しんどいと思う

んです。 

 道路やったら警察所管で、どっちが悪いと

かそういう話になろうかと思うんやけど、こ

の敷地内やったらどっちが悪いの責任もわか

れへんし、なってしまったことは仕方ない、

誰が悪いわけでもないという、客観的に見れ

ますし、僕もそう思ってるんやけども、でも、

この場で、こういうことが起こるから、入口

を一つ増やしたさかいに事故が回避できるか

というパーセンテージはないですけど、地域

の要望で入り口を増やしてくれよとか、ここ

の道を広げてくれよというのんがあったのに、

それをできなくてというのは、ちょっと俺は

おかしいんと違うんかなと。まちづくりの形

として、思いとしておかしいん違うんかなと。 

 ほんで、そこへ来て財政難やと正直に申し

上げてくれとんやったら、それはそれで僕は

いいと思いますし、ちゃんとした根拠があっ

て、これは誰の責任やとわかったときは市や

覚悟して責任を持ってくれるということなの

で、僕はそれ以上は申し上げないんですけど、

これは地域の思いを酌み上げていないと思う

んです。その上で、道を広げれへんであった

りとか、そういう答えを出してほしいと。 

 その次に移るんですけど、そもそもほかの

公民館、こども園、今まで建ててきたとこ、

こども園５カ年計画というの10年ぐらいたっ

てますけど、全こども園、公民館を見たとき

に、外構工事を放りっぱなしで終わっとると

こってないじゃないですか。だいたいある程

度、仕舞ちゃんとして、周辺整備、入り口も

きれいにして、できる限りの対応というのは

していただいていると思うんです。何でここ

だけ途中で、いくら学校の跡地やからという

て、お金ないからというけど、今回僕が聞き

たいのはここであって、財政難でしんどいん

であれば、いずれやっていただきたいです。 

 だから、今はできへんけども、賛成、反対

ではなくて、この学文路中学校跡地に関して

は、僕も前向きに市についてきたつもりやし、

いろんな助言とか反対意見も出したこともあ

りますけど、結局こうやって淡々と来とる上

で、今金がないんであれば、ここの道もいず

れ拡幅したいという思いがあるであったりと
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か、外構をこのまま放りっぱなすつもりない

よとか、結局ちょっと市長にお伺いするんで

すけども、ある程度、所管の教育部長、福祉

部長、腹をくくった答弁をいただいておるん

で、市長に直球で僕もお伺いするんですけど

も、責任の所管とかはこの一般質問の流れで

言葉を出したんで、僕はそこまで詰める気は

ないんで、そこはおわびするんですけども、

市長のまちづくりの思いとして、やっぱりこ

こはほかの公民館よりもちょっと最後ちゃん

としたってない、ほかの中学校、これから西

部中学校も何らかの形で生まれ変わっていく

と思いますし、文部科学省にええ職員行っと

るんで、何かきれいな形として橋本市の目玉

として生まれ変わると思います。 

 学文路中学校の跡地もけんけんがくがくや

った結果、今の形の方向に収まりつつあるん

であれば、今までずっと、我慢ではないです

けど、狭い道でずっと、中学校があるという

ことで地域の人があの細い道を通ってずっと

やってきたということと、ほんで無償提供

云々も、やっぱり地域として話はある程度、

思いとか、区長でやっていただいとる。 

 ほな、道は道で広げてあげたいとか、外構

は最終こういうふうにしたいとか、駐車場を

どうしたい、そういう思いというのは市長の

中で今後、今は財政難であれですけど、数年

先、２期目、３期目に向かって、エアコンじ

ゃないですけど、２期目、３期目ぐらいの話

でここら辺をどんなふうに思ってくれている

のか、ちょっとお伺いしたいと思います。 

○議長（岡 弘悟君）市長。 

〔市長（平木哲朗君）登壇〕 

○市長（平木哲朗君）堀内議員の質問にお答

えします。 

 まず、西部公民館の外構という話がありま

したけども、これは完成してからこれをやれ

よ、やってくださいという地元のことで、完

成して、ここが不十分やなということで、あ

そこの柿畑のところをコンクリートでやろう

かということになっていますので、当初の計

画はありませんでした。それを柿畑がくずれ

てきてもあきませんので、そこでとめていき

ましょうということで、後に予算をつけてや

ってきていますので、その辺は考え方として

は基本的には学文路公民館と同じ考え方で、

もし不備があるのであれば、それはその都度

直していけばいいというふうに思っています。 

 先ほど、市道清水南馬場線の件なんですけ

ども、入り口を増やすことによってさらに危

険度も増す可能性もあります。またそこに警

備員を配置せいよとかという話になりますと

本末転倒の話になりますし、まず、こども園

の方々と公民館の人、そして、体育館を利用

する人というのはほとんどが時間がばらばら

なところもあります。ちょうど子どもが時間

前に行くときに車が集中する。でも、公民館

というのはそれよりも開館時間が遅いので、

そこと一緒に重なるということはないのかな

というふうに思っています。 

 その中でやはり、山田こども園でも道を拡

幅せいという話があるんですけど、拡幅した

として、本人、送ってきてくれる人らのやっ

ぱりそこの部分、交通安全に対する意識とい

うのをしっかり持ってもらわなあかんのかな

と。橋本こども園ができた、この市役所の新

しい道も結構事故が多かった。というのは、

道を広げると飛ばし合う、そしてぶつかって

しまうというケースもありましたので、その

中で、今の中で現状を、増やすことよりは今

の形で安全に通っていただくという意識を持

ってもらうということも大事だと思いますし、

増やせば危険度が減るというふうな問題でも

ありませんので、その辺はご理解いただきた

いと思います。 

 難しい問題が実はありまして、県道から市
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道をつなぐということは、当然あそこの交差

点協議という問題が出てきます。恐らく２車

線の道にしたら、右折レーンをつくるとか、

やっぱり県道に対しての用地買収というのが、

南馬場の信号ができたときもそうなんですけ

ど、結構遠くから用地買収をして、あの信号

機をつけるための条件というので、用地も県

に買ってもらわなあかんようになりますし、

果たして、また、どの程度拡幅するかという

問題もありますので、今の段階でどれだけの

事業費がかかるというのも全く把握しており

ませんし、県が果たしてそれを認めるのかと

いうふうな問題もあります。 

 今、左岸農免から天神さんのところまでの

道路も、県が３分の１出してもらって市が３

分の２を出すような仕組みで工事を、正遷宮

までに間に合わそうということでやっていま

すけども、やっぱりそこの部分については、

県の協議にもしていかなあきませんし、この

制度が残っていたら多少は負担は軽くなるん

ですけども、それが全くないような状況にな

るのであれば、またそれだけの費用をそうし

たらどこから捻出するのかというところなん

です。 

 先ほど11番議員が、そうしたら高野口中学

校を建て替えるのかとなると、さらにどこか

の財源を絞らなあかんということもあります。

その中でやっぱり、公民館もこども園も開園

していただいた中で、そこでほんまにその道

路が必要なのかということを、逆に私として

も判断をせなあかん。どんどん人が来るよう

になるのか、学文路の地区内の人の公民館で、

これから逆にまだまだ人口が減るという問題

もありますから、そういう中で、まず、公民

館とこども園を建設させていただいて、もし

これができなかったら、今、正直に言います

けど、しみず保育園は数年後に廃園、学文路、

清水幼稚園についても廃園、もう河南地域に

はもうこども園という施設は残さないという

ふうな方針を実は立てておりましたので、何

とか私としても、このこども園で残していき

たい。60人になっていますけど、当初40人行

くか行けへんのかなという、地元の子どもが

少ないので、そこの問題もありますので、そ

ういう中で私たちとしても、必要なことが発

生してくれば、開園してからでもできること

はやっていくつもりでありますし、その中で、

市道の拡幅についても、本当に必要なのかど

うかということも踏まえて、完成後にまた少

し時間を置いて協議をしていきたいというふ

うに思っておりますので、ご理解をよろしく

お願いします。 

○議長（岡 弘悟君）12番 堀内君。 

○12番（堀内和久君）ありがとうございます。

いいところだけ拾い出しますけど、必要に応

じて、終わってから、ここは必要やという地

域の声が多分、教育部長とか教育長のところ

へ行くと思いますので、どうぞよろしくお願

いいたします。 

 一つ目は以上でございます。 

○議長（岡 弘悟君）次に、質問項目２、台

風21号での被害状況と今後の対応策に対する

答弁を求めます。 

 危機管理監。 

〔危機管理監（坂本安弘君）登壇〕 

○危機管理監（坂本安弘君）台風21号での被

害状況について、お答えします。 

 台風第21号は平成29年10月16日に発生し、

超大型で非常に強い勢力のまま、10月22日の

夜遅くから23日の未明にかけて和歌山県に最

接近しました。 

 雨量及び紀の川の水位等につきましては、

和歌山地方気象台より提供いただいた奈良県

五條市におけるアメダス及び紀の川の水位観

測所のデータを参考にお答えします。 

 雨量としては、五條で10月22日の午後９時
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に最大で１時間に25mmを観測し、10月23日午

前３時時点での降り始めからの累積雨量は

343mmとなっています。 

 紀の川の水位は21日の正午から緩やかに上

昇し、22日の午後３時以降からはさらに上昇

を始め、22日の午後９時に氾濫注意水位の7.5

ｍを、その１時間後には避難判断水位の7.8

ｍと氾濫危険水位の8.1ｍを超えています。最

高水位は8.55ｍで、23日の午前０時に記録し

ました。 

 10月22日の１日での降水量は254.5mmで、五

條観測所において2005年12月以降の観測史上

最大を記録しています。紀の川の水位は平成

23年の紀伊半島大水害をもたらした台風第12

号及び平成25年の台風第18号でも到達しなか

った氾濫危険水位を上回るものとなり、本市

に浸水害や土砂災害等、多大な被害をもたら

しました。 

 現在確認している本市の被害状況としまし

ては、罹災証明書上の住家の全壊が１件、農

業用倉庫棟の倒壊が２件、住家の半壊が88件、

一部損壊が１件、床上浸水が18件、床下浸水

が60件、浄化槽のみの被害が29件であり、こ

れらの住家関連の被害が計199件となってい

ます。 

 その他、市道災害において崩土が96件、倒

木が14件、路肩崩壊も14件で、計124件。河川

災害において、河川洗堀、護岸崩壊が９件、

林道被害が11路線29箇所、田畑の被害が合計

で26箇所となっています。 

○議長（岡 弘悟君）健康福祉部長。 

〔健康福祉部長（石橋章弘君）登壇〕 

○健康福祉部長（石橋章弘君）次に、台風21

号の災害復旧に向けての義援金の募集につい

て、お答えします。 

 義援金については、災害対策基本法に基づ

く橋本市地域防災計画に位置付けており、義

援金の募集に際しては、和歌山県、日本赤十

字社、和歌山県共同募金会等の県単位機関に

おいて実施されることを原則としていますが、

補足的に本市においても行うこととしていま

す。 

 今般の橋本市の災害義援金募集は、ふるさ

と納税の制度を活用して、本市の災害状況を

全国に発信し、災害義援金を広く募っている

ところです。集まった義援金は被災された

方々の生活支援として活用する予定ですので、

ご理解をお願いいたします。 

○議長（岡 弘悟君）総合政策部長。 

〔総合政策部長（上田力也君）登壇〕 

○総合政策部長（上田力也君）次に、台風21

号の災害復旧に向けてのふるさと納税の活用

について、お答えします。 

 ふるさと橋本応援寄附金は、本市をふるさ

ととして応援し、ふるさと橋本の元気づくり

に賛同する方々からいただく寄附金で、平成

20年度から制度の運用を開始しています。 

 この寄附金を適正に管理運用するため、橋

本市ふるさと応援基金条例を定めており、こ

の基金の全部または一部を、元気なまちづく

りプロジェクトなどの五つのプロジェクトの

事業経費に充当しています。また、指定され

ていない寄附金は長期総合計画に定める本市

のまちづくり施策の事業経費に充てており、

例として、これまでに橋本ブランド構築のた

めの産業振興基金への積み立てや介護や認知

症に関する事業、救急医療用の備品などの購

入に充ててきました。 

 議員おただしの災害復旧の対応策にこのふ

るさと納税を活用することについては、この

基金の目的と照らし合わせてみましたが、被

災者への義援金として充てることはできない

ものと考えています。 

 なお、基金を活用するプロジェクトの中に

安心・安全まちづくりプロジェクトを設けて

いますので、今後、防災・減災の対応策を検
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討していく中で、その財源として必要な場合

は、基金の充当も検討したいと考えています。 

○議長（岡 弘悟君）12番 堀内君、再質問

ありますか。 

 12番 堀内君。 

○12番（堀内和久君）ありがとうございます。

今回、台風の質問、皆さんおるんで、いっぱ

い答えらなあかんので、結構時間を食ってし

まうと思いませんでしたけど、端的に再質問

させていただきます。 

 私の聞きたいのはどっちかというと、ソフ

ト部門と、総合政策部長がお答えいただいて、

入り口が経済部でお金の出口が総合政策部と

いう形になっておると思います。 

 ここで１個、時間がない中でどうしても申

し上げておきたいことがありまして、台風に

なって、いろんな皆さんがボランティアで、

いろんなところで汗かいていただいた中で、

今回、特に僕、地域の声を酌み上げるという

か、僕らの母親世代のおばちゃんがぽろっと

言うたことがありまして、お風呂に入られへ

ん、ちょっとどないかしてよと言うて、経済

推進部長のところへ行ったら、もう迅速に対

応していただいて、希望の里を貸し出してく

れた。市長やったら多分こうするであろうと

いうことで、経済推進部が動いてくれたんで、

これが何か、しんどい被災された中でも、ち

ょっとした声がぱっと動いてぱっと入れるよ

うになってと、こういうことが橋本市のええ

とこなんかなと、この場で経済部とその所管

の課には本当に感謝とお礼を申し上げたいと

思います。ありがとうございます。 

 それが本来のチーム橋本の助け合いの初心

のところなんかなという。ごみを放ったり、

いろんなことが出ると思うんですけども、や

っぱりこの助け合いの部分では、しんどい中

にも本当に温かい部分が見れたというか、全

部が全部隅々まで把握できてないです。行政

ほども僕は、たまたまその地域の中学校区に

住んどって、同僚議員たちとお手伝いに行っ

たり何やかんやしただけで、何の助けにもな

ってないですけど、そういったことというの

は本当に、しんどい中の心温まることやった

んで、ありがたかったと思います。 

 質問させていただきます。 

 時間もあれなんで、ちょっと飛ばすんです

けども、義援金の観点でちょっとお伺いする

んですけど、今回、要は、僕も41歳なんです

けど、見たことのない雨台風というか、もう

皆さんは年齢ばらばらで、目上の方はひょっ

としたらもっとすごいのを見たことがあるか

もしれないですけど、僕としたら生まれて初

めての大きな台風で、とてつもない、もう過

去最大やったということやと思うんですけど

も、これ想定外、想定外というて、もうこれ

はどないもできへんなやという部分が絶対的

にこのハード部分で、答え絶対この先出てく

ると思うんですけど、ソフトの部分で、それ

が裏づけた根拠の今回の形が真実であると思

います。 

 樋門も閉めて何やかんやと、いろんなこと

が、条件、悪天候が重なって１週間降り続け

た雨で、全部悪いことが重なったのが今回の

台風であるのであれば、想定外の台風の被害

なのであれば、この想定内のルールで、この

通常規定の床上見舞金２万円、ほんで県が何

かまたちょっといただけるということとかは

聞いとるんですけども、このルールだけでこ

れ大丈夫なのかということを、まず一番最初

に聞きたいです。 

 というのは、床上というても、ちょっと床

上が浸かった今までのと違って、水の入って

くる方向も違うたし、全てがもう言葉では言

いあらわせれんぐらいしんどい形の台風の水

の入り方やったので、ほんまに建設部長なん

かも絶対にわかれへんとこから水が入ってき
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たというふうに僕も教えていただいたので、

僕も本当にこんな方向から水来るとは夢にも

思えへんだというのがあるんですけど、想定

内のルールで見舞金２万円で、これもう足り

てると思うのか、ここらをちょっとお伺いし

たいと思います。 

○議長（岡 弘悟君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（石橋章弘君）まず、被害の

大きさに対して、その金額は足りているのか。

これはもう当然足りていないというふうに認

識をしております。 

 ただ、今おただしの中の２万円部分でござ

いますけれども、これは義援金ではなくて、

橋本市災害見舞金等の支給要項に基づいて支

給するお見舞金という、そういうふうな趣旨

でございまして、これは内容としては、半壊

または半焼の場合は３万円、それと床上浸水

の場合は２万円等々、いろんな区分に分かれ

ておりまして、これについては見舞金という

ことでご理解をよろしくお願いします。 

○議長（岡 弘悟君）12番 堀内君。 

○12番（堀内和久君）わかりました。 

 見舞金２万円。僕は全然足りてないという

認識は皆さんご存じのとおり、例えば、二、

三日前にテレビ買った、エアコンつけ替えた

よという人もいれば、物持ちのええ人でいう

たら、15年ぐらいこの冷蔵庫まだ使うてんね

んという方も当然あの中にはもうばらばらで

あると思います。そんな中である日突然来た

床上浸水で、１階の家電製品等々、じゅうた

ん、家具、もうすごいことになったと思いま

す。 

 全てが全て新品ではないかわりに、全てが

全て思い入れのある、ぬくもりのある、長年

使った家具であったり、家電商品は消耗品な

ので、そこら辺が見舞金とか義援とかに使わ

れる部分なのかなというふうに想定してしま

うんですけども、今回、区長会のほうでもそ

ういうのを募集していただいて、ちょっとず

つでも集めて、どないかというふうな感じで

聞いております。 

 これは区長会の単独のところなんで、議会

で申し上げるところではないんですけども、

市として今回、ふるさと納税ということをも

う端的に言うとるんでお伺いするんですけど

も、今、総合政策部長の答弁やったら、目的

のある、入り口が五つか六つあるんですよね。

ふるさと納税というのは七つの項目があって、

五つが色のついたお金というか、まちづくり

に使うてくれ、子育てに使うてくれ、観光に

使うてくれと、これはわかるんです。僕の言

うとる今回のふるさと納税というのは、その

他の、色のついていないお金という表現をし

たらええんかどうかわからないんですけど、

何かに追い金で補助金のあれで使うたりとか

もあると思うんですけど、実際この、色のつ

いていないお金という表現が正しいのかどう

かわからないんですけど、このお金というの

はだいたいいくらぐらいあるんですか。認識

があれば、教えていただきたいと思います。 

○議長（岡 弘悟君）総合政策部長。 

○総合政策部長（上田力也君）平成29年度の

当初予算編成段階で、29年度末の想定してい

る基金残高といたしましては、総額で3,400

万円。このうち、その他市長が必要と認める

事業に充てることができる分として、およそ

2,300万円となっております。 

○議長（岡 弘悟君）12番 堀内君。 

○12番（堀内和久君）ありがとうございます。 

 ここなんですよね。条例でいいますと、今

おっしゃっていただいた、その他市長が認め

るものというのは、これは答弁にあったとお

り、まちづくりに関する事業、イコール、災

害復旧、マイナスの部分をゼロに戻していこ

かと、リセットしていこかというのも僕はま

ちづくりの土台をなすものである事業やと僕
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は思います。市民がこれに使うたからという

て、僕は怒られるというか、使うてはだめと

いう色のお金のようには思いません。僕はね。 

 それはもう部長さんとかほかの人で、聞い

ていただいたらいいと思うんですけど、質問

しとる僕としたら、これをどのようにか使う

て、市長の思いを足して使っていただきたい

というのが、僕の今回の質問の趣旨なんです

けども、それに対して、見舞金、義援金、支

援金、いろんな表現があると思うんですけど

も、これはどこにあたるのか、僕もちょっと

勉強不足なんでわからないんですけど、また、

片やこれと別でふるさと納税の窓口で、返礼

品のない義援金を募集しとるんですね。これ

もやっていただいておる。これかって、天井

がわかれへん。今、100万か百二、三十万ある

と思うんですけど、期限は切ってあるけど、

何ぼ目標金額があって、どれぐらいこの人た

ちに支援してあげよう、復興に向けてお手伝

いさせてほしいというのんが見えてこないの

に、ただ入り口を広げて、足らん分は市が補

うから、これぐらい支援しようよとか、これ

ぐらい義援金出そうよという、もうぶっちゃ

けた話、僕の個人的見解でいうたら、今、２

万円じゃ足りない、じゃ、何ぼで足りるんよ、

僕は10万、20万、30万行ったらんと、床上つ

かっとって、畳屋ら家電やらぐっちゃぐちゃ

になっとって、例えちょっとでも足してあげ

ないと、保険に入っとる人、入ってない人あ

ると思うんですけど、僕が言いたいのはそこ

であって、その辺について、このお金を足ら

ん分を使うというか、分母を決めてないので、

天井の金を決めてないので答えにくいと思う

んですけど、このふるさと納税のこの二千二、

三百万のお金の何パーセントかをそこに投入

してあげようという気持ちは、市の考えとし

てございますでしょうか。お願いいたします。 

○議長（岡 弘悟君）総合政策部長。 

○総合政策部長（上田力也君）壇上でもお答

えさせていただきましたが、今の基金条例に

おける処分の定義と照らし合わせてみました

が、このその他の項目として、これを義援金

に充てることはできないというふうに考えて

おりますので、今回あえてふるさと納税のサ

イトを活用して義援金を募ったという、こう

いう経緯でございますので、ご理解をいただ

きたいと思います。 

○議長（岡 弘悟君）12番 堀内君。 

○12番（堀内和久君）僕も質問の仕方が下手

なので、時間があんまりないので、もっとゆ

っくり行きたいんですけども、部長の答弁も

わからんでもないところもあるんですけども、

やっぱりちょっと寂しいな、切ないなと、ち

ょっと血が通ってないなというふうに僕は感

じてしまいます。 

 部長は部長で職責をもって言うとるんで、

部長個人を責めとるわけと違います。それは

それで合うとる意見やと思いますし、お金を

守らなあかん、ほかの事業に使わなあかんと

いうのはわかるんですけど、じゃ、逆に何か、

次の当初予算を組むにあたって何か復旧にあ

たるものというのを、僕が市にお願いしたい

のは、もうちょっと時間がないので市長に答

弁を求めれれんのですけど、思いとして述べ

させていただきたいのは、もう今世紀、41歳

の僕が生きとる中で過去最大のこんな災害が

なってて、プラスアルファの物事動けれへん

行政というのは、ルールに縛られとって、こ

れほんまにええんかいよという話なんです。 

 お亡くなりになった人とかはおれへんだ、

でも、県内ではおった。いろんな事業の中で、

今後ハード面とかこの防災の立て直しとか、

今後の課題というのは先輩議員、同僚議員が

これから３日間かけて質疑してくれるので、

僕は今回このふるさと納税、このお金は本当

にこのしんどい方に、もう全部やったってよ
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というのが、ええ格好しとるわけちゃうんで

す。それぐらいの気持ちがなかったら、橋本

市って何なんやろと思ってしまう矛盾した僕

もおるんですけど、やっぱりこういうお金こ

そ、しんどい人に手を差し伸べるためのお金

であってほしい。 

 市民が、納税者の実りあるお金であってで

あってほしいというのは僕だけなんでしょう

かというのを問いたいんですけど、10秒そこ

そこしかないので、それぞれの矜持のある部

長方がまた今度、政策調整会議等々のレベル

で話をするときに、堀内こんなん言うとった

なと思い出して、そのお金の使い方、意義の

ある金になってほしいと、本当に被害に遭わ

れた方に今後やっていただきたいと思います。 

 時間なので、終わります。 

○議長（岡 弘悟君）12番 堀内君の一般質

問は終わりました。 

      

 

                                           

 


